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まちの将来像・目指すべきまちの姿１

　脱炭素社会へ向けた世界的な動きや新型コロナウイルス感染症の感染拡大などの社会
情勢の変化、市街地の更新により地区の骨格が整ってきたこと、本地区の魅力や課題、
上位計画等を踏まえ、今後のまちづくりを計画的に誘導していくため、まちの将来像を
以下に示します。

主な課題主な魅力・特性

〇地区内の人口の増加、国際水準の都市機能の充
実、外資系企業の集積と外国人従業者の増加

〇開発により道路の整備が進んでいる、広域交通
ネットワーク（地下鉄・ＢＲＴ等）が充実し
ている、緑豊かな広場・歩行空間がある。

〇起伏のある地形

〇住民のイベントへの関心・期待が高いなど

〇生活利便施設の不足、歩行空間が十分でない
箇所がある、バリアフリーのネットワークが
不十分

〇脱炭素社会やウィズコロナ・ポストコロナに
おけるまちづくりの必要性

〇災害時の更なる連携体制の強化が必要、地域
コミュニティが希薄、エリアイメージが弱い
など

まちの将来像

（１）まちの将来像

『 すべての人にやさしく、活力と魅力に満ちた、

誰もが歩きたくなる緑豊かな国際生活交流都市 』
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　まちの将来像は以下の３つの目指すべきまちの姿で構成されます。

（２）目指すべきまちの姿

まちの将来像

『 すべての人にやさしく、活力と魅力に満ちた、

誰もが歩きたくなる緑豊かな国際生活交流都市 』

　目指すべきまちの姿　　目指すべきまちの姿　

温室効果ガスの排出実質

ゼロの達成に向けた人に

やさしい緑あふれるまち

歴史と未来が融合する魅力と

　活力にあふれた清々しい  

国際生活交流都市

脱炭素社会に向けた

歩行者中心のウォーカブルな

まちの形成

・区内の温室効果ガスの排出

実質ゼロに向けた自動車交

通から多様な交通モード

（先端技術を活用した次世

代モビリティ、自転車シェ

アリングなど）への転換

・ウォーカブルなまちの実現に

向けた歩行者回遊軸の設定

・緑の軸の強化

まちの運営を担う

エリアマネジメント活動

の推進

・多様な主体の連携によるま

ちの運営・魅力向上

・地域が連携したオープンス

ペースや公共空間の活用に

よるにぎわい・交流の創出

・地域の魅力・価値を発信す

るシティプロモーションの

取組の推進

・デジタル技術を活用したま

ちづくりの推進

ウィズコロナ・ポストコロナ

における風格ある複合市街地

としてのさらなる魅力の向上

・ウィズコロナやポストコロ

ナにおける活発な交流を支

えるまちの清潔感やレジリ

エンスの向上

・魅力的な国際ビジネス交流

拠点の形成に資する業務、

商業、住居、宿泊、文化・

交流など多様な都市機能の

集積

・地形的、文化的資源などの

地域特性を生かした街並み

の形成

にぎわい空間（イベント）低炭素な交通システムのイメージ
（国土交通省「2040、道路の景色が変わる」）

ー ポイント ー ー ポイント ーー ポイント ー

オープンスペースの活用
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多様な主体の地域連携の

強化により、持続的に

 発展していくまち



○国際ビジネス交流拠点と高質な居住環境を両立した魅力ある複合市街地の形成を図ります。

○都市開発事業等により整備の進展した主要区画道路（尾根道）および東西の区画道路により
「道路ネットワーク」を形成します。

○各街区をつなぐ「歩行者回遊軸」を設定し、尾根道と連携しながら人々の回遊を活性化する
とともに、広場・オープンスペース等をつなぐことで地区のにぎわい・交流を促進します。

○地区の魅力である地形等が織りなす緑豊かな環境を発展させるため、歩行者回遊軸と連動
した「緑の軸」を連携・強化します。

虎ノ門駅虎ノ門駅

六本木一丁目駅六本木一丁目駅

神谷町駅神谷町駅

虎ノ門ヒルズ駅虎ノ門ヒルズ駅

溜池山王駅溜池山王駅

外堀通り

六本
木通
り

外苑東通り

桜
田
通
り

麻
布
通
り

環
状
２
号
線

愛宕山

虎ノ門
麻布台
一帯

虎ノ門ヒルズ

至 羽田空港

至 品川駅

至 豊洲・有明・台場
至 六本木・中目黒

至 目黒

地下鉄日比谷線

地
下
鉄
南
北
線

地下鉄銀座線

Ｊ
Ｒ
線

至 銀座・上野 至 東京

至 品川

至
 日本
橋・
浅
草

至 渋谷 至 飯田橋

東京BRT
東京BRT

アークヒルズ

赤坂・虎ノ門緑道
氷川神社

地下鉄品川駅延伸地下鉄品川駅延伸

まとまった良好な
住宅市街地

住宅と商業・業務などが
共存する市街地

業務・商業・文化・交流施設を
中心とした市街地

浜松町駅

新橋駅

東京モノレール、
羽田空港アクセス線（仮称）
東京モノレール、
羽田空港アクセス線（仮称）
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道路ネットワーク

道路ネットワーク
緑の拠点

≪港区緑と水の総合計画≫ ≪港区まちづくりマスタープラン≫

道路を生かした緑の軸

地形を生かした緑の軸
歩行者回遊軸

駅との接続動線

本地区

業務・商業・文化・交流施設を中心とした市街地

住宅と商業・業務などが共存する市街地

まとまった良好な住宅市街地

都市機能が集積する拠点

（歩行者回遊軸と連動した）緑の軸

■目指すべきまちの構造


